
　

本
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
４

月
に
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
後
、
２
回
目
と
な

る
委
員
の
改
選
が
昨
年
７
月
に
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
に
よ
る
遊
休
農
地
の
増

加
に
加
え
、
市
内
農
家
の
大
半
が

自
給
的
農
家
や
小
規
模
販
売
農
家

で
あ
る
た
め
、
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
・
集
約
化
を
よ
り
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
、さ
ら
に
昨
今
は
、

全
国
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
豪
雨
災
害
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡

大
等
に
よ
り
、
農

業
者
に
と
っ
て
も

大
変
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　

一
方
、
国
は
、
都
市
農
業
の
果

た
す
役
割
と
し
て
、
単
に
食
糧
生

産
の
場
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
災
害

時
に
お
け
る

貴
重
な
防
災

空
間
や
豪
雨
被
害
を
軽
減
す
る
天

然
の
貯
水
施
設
と
し
て
の
機
能
な

ど
、
良
好
な
景
観
形
成
に

も
寄
与
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
高
く
評
価
し
、「
都
市

農
業
振
興
基
本
法
」
及
び

「
都
市
農
地
の
貸
借
の
円
滑

化
に
関
す
る
法
律
」
の
制

定
、並
び
に
「
生
産
緑
地
法
」

の
改
正
等
、
関
連
法
の
整

備
を
相
次
い
で
行
い
、
都

市
部
に
お
い
て
、
引
き
続

き
農
業
経
営
を
継
続
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
着
々

と
進
ん

で
い
る
。

　

本
市

の
農
業

は
「
都
市

農
業
振

興
基
本

法
」
に
定

義
さ
れ

る
、
ま
さ

し
く
「
市

街
地
及

び
そ
の

周
辺
の

地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
農
業
」

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
都
市
住

民
の
農
業
へ
の
理
解
の
も
と
継

続
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
同
時
に

「
地
産
地
消
」
の
推

進
や
「
安
全
・
安
心

な
農
産
物
の
供
給
」

な
ど
都
市
農
業
が
果

た
す
べ
き
重
要
な
役

割
に
ま
す
ま
す
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
委
員

会
は
、
市
内
の
農
業

者
の
先
頭
に
立
ち
、

委
員
一
丸
と
な
っ
て

地
域
の
諸
問
題
の
解

決
や
農
業
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
優
良
な
農
地
の
保

全
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
も
本
市
農
業
の
持
続
的
発

展
の
た
め
、「
担
い
手
へ
の
農
地

の
利
用
集
積
・
集
約
化
」、「
農
業

経
営
を
営
も
う
と
す
る
者
の
育

成
と
確
保
」、「
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
並
び
に
農
地
の
適
正

利
用
」
な
ど
、
農
業
委
員
会
の
重

要
な
責
務
で
あ
る
「
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
」
に
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

「
目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た

活
動
計
画
」
を
掲
げ
、
市
や
関
係

機
関
と
今
後
も
連
携
し
、
持
続
可

能
な
農
業
経
営
に
向
け
た
農
業
振

興
の
発
展
に
邁
進
し
て
い
く
も
の

と
す
る
。

（1）　令和 3年 5月　 高槻市農業委員会だより
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①�農地利用状況調査、遊休農地解消指導等
の実施、及び農業委員会だより等を活用
した啓発により、遊休農地２haの解消を
目指す。
②�農地中間管理機構や市が実施する農地の
利用調整及び利用権設定等を支援し、担
い手への農地の利用集積・集約化を図る。
③�農地中間管理機構との連携を強化すると
ともに、新規就農希望者による地元調整
などの実施に対して必要な支援を行い、
新たな農業経営を営もうとする者の参入
促進を図る。

主な活動計画

　

農
業
委
員
会
は
毎
年
、
国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
農

業
委
員
会
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
目
標
や
活
動
計
画
を
定

め
た
「
事
業
計
画
」
を
定
例
総
会
に
お
い
て
決
定
し
て
い

ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
基
本
方
針
と
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

基
　
本
　
方
　
針

都市農業の維持・発展へ向け
農地利用の最適化を推進

第4回定例総会で挨拶する濱田市長

地産地消の一環として行われる原の黒枝豆イベント

農
業
委
員
会
事
業
計
画
を
決
定



令和3年 5月　（2）

等
の
維
持

管
理
事
業
）

の
総
予
算

額
は
、
４

億
７
，８
５

７
万
円
と

な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
予
算

は
、
本
委

員
会
の
使

命
で
あ
る

担
い
手
へ

の
利
用
集

積
や
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
な
ど
の
「
農

地
利
用
の
最
適
化
の
推

進
」
を
実
現
し
、
本
市
農

業
の
持
続
的
発
展
に
寄

与
す
る
も
の
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

援
す
る
な
ど
の
市
民
協
働
・
交
流

推
進
事
業
の
１
，
０
６
６
万
７

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
経
営
所
得
安
定
対

策
な
ど
の
営
農
推
進
事
業
は

８
３
２
万
５
千
円
、
農
道
整

備
な
ど
の
農
業
基
盤
の
整
備

及
び
保
全
事

業
は
３
，８

７
５
万
６
千

円
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
下

水
河
川
企
画

課
及
び
下
水

河
川
事
業
課
の
農

業
関
連
（
農
業
基

盤
の
整
備
事
業
及

び
河
川
・
水
路

す
る
た
め
、
良
好
な
営
農
環
境
の

整
備
を
は
じ
め
と
し
た
、
農
業
関

連
予
算
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
今
年
度
の
本
市

農
林
緑
政
課
の
農
業
関
係
（
農
業

振
興
事
業
、
地
産
地
消
・
食
育
推

進
事
業
、
市
民
協
働
・
交
流
推
進

事
業
、
営
農
推
進
事
業
、
農
業
基

盤
整
備
に
係
る
事
業
等
）
の
総
予

算
額
は
、
６
，
７
７
５
万
５
千

円
と
な
り
ま
す
。
そ

の
内
訳
と
し

て
、
有
害
鳥

獣
対
策
や
認

定
農
業
者
支

援
な
ど
の
農

業
振
興
事
業

の
６
２
５
万

７
千
円
、
学

校
給
食
や
地

元
産
農
産
物

及
び
特
産
品

支
援
な
ど
の

地
産
地
消
・
食
育
推
進

事
業
に
３
７
５
万
円
、

農
林
業
祭
や
農
地
の
多

面
的
機
能
の
維
持
を
支

　

今
年
９
月
末
に
「
特

定
生
産
緑
地
の
指
定
」

の
手
続
き
期
限
を
迎
え

る
中
、
本
委
員
会
は
昨

年
10
月
に
高
槻
市
長
に

提
出
し
た
「
令
和
３
年

度
高
槻
市
農
地
等
利
用

最
適
化
推
進
施
策
等
に

関
す
る
意
見
」
で
、
都

市
部
に
お
い
て
、
引
き

続
き
農
業
経
営
を
継
続

高槻市農業委員会だより

農業委員会の活動
（令和３年１月～３月）

	 1 月 15 日	 第１回定例会
	 	 第１回常任会議
	 2 月 12 日	 第２回定例会
	 	 第２回常任会議
	 3 月 12 日	 第３回定例会
	 	 第３回常任会議
	 3 月 18 日	 大阪府農業会議臨時総会
	 4 月 18 日	 第 4回定例会
	 	 第 4回常任会議

令和３年度高槻市予算が成立
　

令
和
３
年
度
の
高
槻
市
当
初
予
算
が
、
３
月
に
開
催

さ
れ
た
市
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
農
林
緑
政
課
並
び
に
下
水
河
川
企
画
課
及
び

下
水
河
川
事
業
課
が
所
管
す
る
農
業
関
連
予
算
の
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

農道整備等に約４千万円
農業関連予算として対応

中
村
委
員
が
憲
法
記
念
日

知

事

表

彰

を

受

賞

中
村
玲
子
委
員
は
、
農
業
委
員
と
し
て
の

20
年
間
功
績
が
称
え
ら
れ
、「
令
和
３
年
度

憲
法
記
念
日
知
事
表
彰
」
に
お
け
る
「
公

共
関
係
功
労
者
」と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全国農業新聞

農業・農村・農政の動きをタイム
リーにお届け
経営とくらしに役立つ農業総合専
門紙を読んでみませんか

購読料：１か月７００円
発行元：全国農業会議所
発行日：毎週金曜日
申込先：農業委員会事務局
問合せ：６７４・７４２１

農地の耕作状況について調査をする委員

市長(右)と意見を手交する橋長会長(左)

橋長会長から伝達授与を受ける中村委員



（3）　令和 3年 5月　

種　　　　別 件数 面積 (㎡ )

農用地利用集積計画 35 49,993.21

農地法第 18条第 6項の通知 11 6,861.00

農用地利用計画変更 ( 除外 )	 1 31.00

種　　　　別 件
数
筆
数 面積 (㎡ )

相続税納税猶予適格者証明 8 26 24,332.75

引き続き農業経営を
行っている旨の証明 96 316 209,125.26

相続税の納税猶予に係る
特例農地等の利用状況 21 99 45,033.54

農地法 許可申請・
届出の別 件数 面積 (㎡ )

第 3条

許可申請 16 18,724.91

届出 29 71,415.86

第 4条

許可申請（調整区域） 8 8,341.38

届出（市街化区域） 25 16,943.61

第 5条

許可申請（調整区域） 17 15,598.58

届出（市街化区域） 18 8,718.03

～熱中症になる前に対策を～
	
これから夏にかけ、注意が必要とされるものが熱中症です。
◎予防
暑さを避けるため、こまめな水分補給や休息が大切です。
また日中の気温が高い時間帯には農作業をしないという
判断も必要です。
◎発症時の処置
まずは涼しい場所に避難し、水分補給を行いましょう。
医療機関への受診や自力で水分補給が不可能な場合、また
は、意識がない場合は救急車の要請も必要です。
　

予防を呼びかけるとともに、仲間の変化にも
注意を払いましょう

令
和
２
年
の
農
地
法
等
に
基
づ
く
農

地
関
係
の
事
務
処
理
状
況
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和2年度事務処理状況まとめ

人事異動のお知らせ

高槻市農業委員会だより

★転入　※４月１日付
次長　　松田　裕史
（都市創造部審査指導課副主幹から昇格）
　　　　樋上　智子（総務部資産税課から）

★転出　※４月１日付
次長　　長村　輝久
（市民生活環境部市民課主幹

兼三箇牧支所長へ）
★退職　※３月３１日付
副主幹　吉田　隆（再任用期間満了）

★転入及び昇格　※４月１日付
部長　　井戸口　淳
（街にぎわい部部長代理から昇格）
部長代理兼産業振興課長
　　　　前地　利治
（街にぎわい部産業振興課長から昇格）
　　　　日比野　俊之
（北消防署警備第２課阿武野出張所から再任用）

★転出　※４月１日付
部長　　中川　洋子（危機管理監へ）　

関係法令に基づく審査のため現地を調査する委員

事務局

農林関係部局



　

令
和
２
年
11
月

に
発
送
し
ま
し
た

「
農
家
台
帳
情
報

の
更
新
に
係
る
調

査
」
が
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

大
変
多
く
の

方
々
か
ら
ご
回
答

い
た
だ
き
、
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
号
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

な
お
、
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
内
容
が
、

地
区
に
お
け
る
「
農
地
の
利

用
最
適
化
の
推
進
」
の
一
助

と
な
る
よ
う
、
今
後
も
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和3年 5月　（4）

　

農
地
の
権
利
を
相
続
し
た
場
合
に
は
、

農
地
法
第
３
条
の
３
の
規
定
に
基
づ
く
届

出
が
農
業
委
員
会
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
所
有
権
を
相
続
し
た
場
合

　

	

法
務
局
で
の
相
続
登
記
が
完
了
後
、
届
出

書
と
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
を
提
出
。

②
耕
作
権
（
小
作
権
）
を
相
続
し
た
場
合

　

	

届
出
書
に
加
え
、
土
地
の
登
記
事
項
証

明
書
と
遺
産
分
割
協
議
書
等
を
提
出
。

※
詳
し
く
は
、
本
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　�

も
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

～今後の朝市開催予定～
< 場所 >今城塚古代歴史館駐車場（郡家本町４８－８）
< 日時 >毎月(１１月を除く)第２土曜日・第４土曜日(５～９月のみ)
　　　【４～１０月】午前８時～９時３０分
　　　【１２～３月】午前８時３０分～１０時
※�　新型コロナウイルス感染症の影響や天候等により、

中止となる場合があります。最新の日程は市HPで
ご確認ください。

※　商品がなくなり次第終了となります。��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�＜問合先＞市農業振興団体協議会事務局（農林緑政課内）
６７４－７４０２　��

　今年も三島江地区で薄紫色やピンクのレン
ゲが田園一帯に咲き、人々の目を楽しませま
した。
　三島江のレンゲは、地元実行組合が稲作の
準備として、地力増進を図ることや地域の
方々に楽しんでもらうための景観向上として
植え付け、毎年４月上旬～下旬頃に一般公開
しています。
　地域の方々が安らぐことのできる憩いの場
であり、変わることなく美しく咲き誇るレン
ゲ畑に、多くの家族連れが訪れていました。

いない
40.1%

無回答
2.9%

い る
57.0%

利用したくない
23.3%

無回答
5.3%

利用したい
71.4%

アンケート結果を
ご 紹 介 （ 一 部 ）

今城塚古代歴史館前で朝市開催
新鮮で安全・安心な野菜や花を販売

農
地
を
相
続
す
る
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す
!

今
年
も
美
し
く
咲
い
た

三
島
江
の
レ
ン
ゲ
の
里

高槻市農業委員会だより

農地中間管理機構の利用意向についての結果

レンゲ畑で元気いっぱい楽しむ子どもたち

4月に今年度初めて開催された朝市

農業の後継者の有無についての結果

「農家台帳情報の更新に係る調査」
のご協力ありがとうございました


